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【改定履歴】 

 

No 発行日 バージョン 内容 

１ 2013年 6月 S1.0 Time Back Data は次回バージョンにてリリース。 

2 2013年 10月 0090- 00- 0B 

Clip List 機能 リリースしました。 

素材リスト機能 リリースしました。 

カップリング機能 リリースしました。 

パラ制御機能 リリースしました。 

連続再生機能 リリースしました。 

Time Back Data は次回バージョンにてリリース。 

 

3 2014年 2月 0100- 01- 13 

・PREROLL指定をクリップリスト・プレイリスト毎に設定

する事が可能としました。 

・プレイリストのクリップ数 ９９件→300件 

・GPI機能 リリースしました。 

4 2014年 4月 0100- 01- 20 
・T- Bar 不感帯 設定機能追加(P14) 

・収録停止時の長押しガード機能追加(P25) 

5 2014年 5月 0100- 01- 24 

・VDCP使用時RecDuration時間を１Ｈ→OpenEndRec

に変更しました。 

・ＢｌａｎｋKEYに対応しました。 

・フロント ＵＳＢ対応 

6 2014年 6月 0100- 01- 25 ─ ─  

7 2015年 7月 0100- 01- 3Ｄ 

・MENU 番号表示（一覧）の追加 

・文字コード（Windows Codepage:932 対応） 

・カップリング＋パラ機能の混在が可能になりました。 

・PREROLL/POSTROLLの設定に±設定が可能にな

りました。 

・ブランクキー（１・２）にVAR再生機能を追加 

・ブランクキー（１・２）にVTRプロトコル拡張コマンドに

対応 END/TOP/PREV/NEXT 

・GPI ≢ ─ KEY  

/ / /  Key ⌐  

8 2015 年 11月 0100- 01- 4C 

・LAN通信の不整合の修正 

・簡易編集使用時のPre/Post の ─  

LANה ─ IF ⌐≡ IF  

9 2016年 3月 0100- 01- 50 ・スクリーンセーバー機能追加 

10 2016年 5月 0100- 01- 56 ・文字コードのBuff を64bytに拡張しました。 

11 2016年 7月 0100- 01- 57 

・簡易log機能の追加 

・取扱説明書とMENU（詳細）を分けました。 

・GPI動作にNEXT/PREV/TOP/ENDを追加 

12 2016年 8月 0100- 01- 58 

・VDCP プロトコル制御タイミング調整パラメータ追加 

 MENU：3150B CloseAfterWt  

・VDCP プロトコル PortID指定拡張 
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13 2016年 9月 0100- 01- 5A 

・PLAY LISTにて単独再生機能の追加 

・VTRプロトコルにてPLAY LIST機能の追加 

・GPI動作にパネルINHI機能を追加 
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1. はじめに 

“MDC- 70T“をお買い上げ頂きまして、誠にありがとうございます。 

本製品を正しくご使用して頂くために、この取扱説明書をお読みください。 

また、本書はお読みになった後も大切に保管して下さい。 

 

 

2. 開梱および確認 

本製品は、以下の構成表に示す品物が入っています。 

すべての品物が揃っているかご確認下さい。 

 

構成表 

 

品 名 数 量 備  考 

MDC- 70T 1  

専用ＡＣアダプタ 1  

保証書 1  

取扱説明書 1  
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3. 安全に関する注意 

安全にご使用いただくために、注意・警告事項を必ずお守りください。 

 

  危険 
●万一、異常な発熱、発煙、異臭がするなど、異常状態のまま使用すると 

火災や感電の原因になります。 

ＡＣアダプタをコンセントから抜きサポートにご連絡下さい。 

 

  警告 
●付属のＡＣアダプタ以外で使用しないで下さい。 

火災の原因になります。 

●コード類は正しく配置して下さい。 

 AC アダプタや接続ケーブルは、足にひっかけると本体の落下やケーブルを傷め、火災や

感電の原因になります。 

●濡れた手で電源プラグを触らないで下さい。 

 感電の恐れがあります。 

●水のある場所に設置しないで下さい。 

濡れると、火災や感電の原因となることがあります。 

●内部に異物を入れないで下さい。 

 異物が入ると、火災や感電の原因となることがあります。 

 

  注意 
●ACアダプタを抜くときには、ケーブルを引っ張らないで下さい。 

 ケーブルが傷つき、火災や感電の原因になることがあります。 

●外装を外さない、改造しない 

 外装を外したり、改造したりすると、感電の原因となることがあります。 
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4. 概要 

MDC- 70Tはディスクレコーダ及びVTRのリモートコントロールを行う装置です。 

PLAY/STOP/REC/JOG/SHUTTLE等の制御をRS- 422により行います。 

制御ポートは４ポート装備しています。 

JOG/SHUTTLEダイヤルを備え編集点の確認が容易に行えます。 

タイムコードを利用したCUE登録が可能で迅速な番組の頭出しが可能です。 

液晶表示機によるＣＵＥリスト表示、クリップ表示が可能です。 

 

 

5. 特徴 

 。CUEの登録とCUE UP操作が可能です ה

 。4ポートまで制御が可能です ה

 。多彩なCUE登録が可能です ה

 。テンキーによるダイレクトに打ち込みGOTOが可能です ה

最大 ה 4ポートまで同時REC/ PLAY/ CUE UPが可能です。（※調相はしていません。） 

 。JOG/SHUTTLEダイヤルを備えCUE点の確認等が容易です ה

 。GPIを備え外部からPLAY/STOP/RECさせることか可能です ה

 。VTR９ピンプロトコル制御とVDCPプロトコル制御の混在が可能です ה

 。2系統の制御信号での収録制御と再生制御を感覚的に行う事が可能です ה

 。対象デバイスの素材制御が可能です ה

 。登録したCUE点を使用しプレイリストの作成が可能です ה

-T ה Bar操作によるスロー再生が可能です。 
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6. パネル部の名称及び機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J/ SVAR

F-PLAY

Ʊ

1 2 3 4

I N OUT CUE

SFTESCCTRL

F1 F2 F3 F4 F5 F6 P

1 2 3

654

7 8 9

#0*
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FUNCTION

F1 F2 F3 F4 F5 F6 P

F1 F2 F3 F4 F5 F6 P

 

 

① 液晶表示部とファンクションボタン 

カラー液晶表示機は機能毎に表示を切替えて使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファンクション表示エリア】 

Pボタン  ページを切り替えます。 

F1～F6ボタン  機能を切り替えます。 

※ＳＦＴボタンにより拡張機能が表示されます。 

 

 

② コントロールキー 

 

 

 

 

 

上下▲ボタン  ファイルリスト・ＣＵＥリストをスクロールします。 

左右△ボタン ファイルやＣＵＥ点をCUE UPします。 

CTRLボタン CTRLキーです。 

ESCボタン 操作をキャンセルします。 

SFTボタン シフトキーです。 

 

 

 

SFTESCCTRL
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③ テンキー 

テンキーでは下記の機能を行う事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Device Status画面】 

GOTO動作が可能です。 

 

【Clip List画面】 

Tモード／Sモード／Lモードの機能を切り替える事が可能です。 

＊ + テンキー（１・２・３）   T／S／Lモードの切替え 

SFT ＋ ＊    T／S／Lモードの切替え 

＜GOTO機能＞ 

画面右上の T表示（Tモード） 

ＴＣを指定してＣＵＥ ＵＰ行う機能です。 

テンキーでTCを入力して＃ボタンでCUE UPします。 

＜テンキーCUE点の登録機能＞ 

画面右上の S表示（Sモード） 

ＣＵＥ点をテンキーと画面両方に登録するモードです。 

ページ切替えはSFT + テンキーで行います。 

＜テンキーCUE点の登録機能＞ 

画面右上の L表示（Lモード） 

CUENoによる呼出し機能 

テンキーでCueNoを入力して＃ボタンでCUE LISTに飛びます。 

左△ボタンでCUE UPします。 

  

【クリップのタイトル入力機能】 

SetSym時の Symbolの入力を行います。 

 

 

1 2 3

654

7 8 9

#0*
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④ ポート選択キー 

 

 

 

制御ポートの選択に使用します。 

 

【Default機能】 

ポートを選択して制御します。 

複数ポートを同時制御する時は、SFT+ポート番号（１～４）で選択可能です。 

 

【Coupling】 

収録を行いながら再生制御を行います。 

 

 

⑤ マーク キー 

 

 

 

クリップリスト画面にて収録中素材、再生素材のＣＵＥ点を登録します。 

ＣＵＥ点は、ＩＮ点のみの登録、又はＩＮ/OUT 点の登録が可能です。 

 

ＩＮキー・OUTボタン IN/OUTの CUE点の登録を行います。 

 

CUEボタン  CUEの登録を行います。（ＩＮ点のみ） 

 

白ボタン   任意に機能が設定可能なボタンです。 

 

設定ＭＥＮＵ 

２７８０１ $MarkBlankKeyAsn MARKエリアのBlank キーを変更します。 

Blank  ：何もしません。 

Search ：CUE点をSearchします。 

Login  ：カップリング中にREC側 CUE点を登録します。 

 

 

 

 

 

I N OUT CUE
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⑥ デバイスコントロール キー 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＥＣ  REC + PLAY 収録を開始します。 

REC + STOP 収録を停止します。 

REC  EE/PBの切替えを行います。 

 

関連メニュー  ※ご操作防止 

２８２０４ RecStopOprTimer ＲＥＣ停止時の操作を長押しで停止する様に時間指定します 

0 frame 

 

関連メニュー  ：VDCPプロトコル機能 

※XDCAM_Station使用時 00:00:00:00にするとデバイス依存で使用可能です。 

３１１００ Sdsk:RecDur VDCPプロトコルの収録時間の指定 

００：００：００：００ 

 

PLAY  再生します。 

SFT + PLAY ClipList 画面・PlayList 画面にて、自動で追っか

け再生を開始します。 

  

F- PLAY  【Device Status画面】  

VDCPプロトコルを使用してカップリング動作をしている時に自動

で追っかけ再生を開始します。 

【Clip List画面】 

クリップのIN～OUT再生を行います。 

【Play List画面】 

クリップの連続再生を行います。 

 

STOP  再生動作を停止します。 

SFT + STOP    STNDBY OFFします。 

ポート選択ボタン + STOP  EJECT動作します。 

J/ SVAR

F-PLAY
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白キー（上） 任意に機能が設定可能なボタンです。 

関連メニュー  ：VTRプロトコル機能 

２７８１１ $ContBlankKeyAsn1 CONTROLエリアのBlankキー１を変更します。 

Blank    何もしません。 

Standby  STNDBY ONします。 

Rew     REW動作します。 

F.FWD   FF動作します。 

Ｖａｒ１    Ｖａｒ１で設定した％で再生します。 

Ｖａｒ2    Ｖａｒ2で設定した％で再生します。 

Ｖａｒ3    Ｖａｒ3で設定した％で再生します。 

Top     XDS拡張コマンドTOP動作します。 

End     XDS拡張コマンドEND動作します。 

Pre     XDS拡張コマンドPREV動作します。 

Next    XDS拡張コマンドNEXT動作します。 

※機能を有効にするには電源の再起動が必要です。 

※XDS拡張コマンドとはXDS- PD2000をVTRプロトコルで使用した時に有効です。 

 

白キー（下） 任意に機能が設定可能なボタンです。 

関連メニュー  ：VTRプロトコル機能 

２８８１２ $ContBlankKeyAsn2 CONTROLエリアのBlankキー１を変更します。 

Blank    何もしません。 

Standby  STNDBY ONします。 

Rew     REW動作します。 

F.FWD   FF動作します。 

Ｖａｒ１    Ｖａｒ１で設定した％で再生します。 

Ｖａｒ2    Ｖａｒ2で設定した％で再生します。 

Ｖａｒ3    Ｖａｒ3で設定した％で再生します。 

Top     XDS拡張コマンドTOP動作します。 

End     XDS拡張コマンドEND動作します。 

Pre     XDS拡張コマンドPREV動作します。 

Next    XDS拡張コマンドNEXT動作します。 

※機能を有効にするには電源の再起動が必要です。 

※XDS拡張コマンドとはXDS- PD2000をVTRプロトコルで使用した時に有効です。 
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VAR  T- Barを選択します。 

J/S   JOGとSHTTLEを選択します。 

 

関連メニュー 

２７Ｆ０１ SpeedMode T- Bar操作とＪＯＧ操作の切替え方法を指定します。 

Button ：ボタンによる切替え 

Direct ：操作による切替え 

２７Ｆ０２ DialSafeStopper Direct切替え操作時、JOGの操作方法を指定します。 

Disable ： Stopper機能は無効になります。 

Enable ： Stopper機能は有効になります。 

 

⑦ JOG/SHUTTLE  

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイヤル  J/S ボタンでJOG動作とSHUTTLE動作を切り替えます。 

SFT+上下▲ Clip List画面・Material List 画面・Play List画面・MENU画面の List

表示の選択をダイヤルで行う事も可能です。 

J / S V A R 



 

 

16 

 

⑧ ＵＳＢ 

・ソフトウェアのバージョンアップが可能です。 

・Bank機能（メニュー設定内容の保存）が可能です。 

 

⑨ T- Bar  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ０～１倍速を可変速で再生します。 

 T- Barの上下部にはスプリングにより早送り・巻戻しを行う事も可能です。 

 

関連メニュー 

２７Ｆ０１ SpeedMode T- Bar操作とＪＯＧ操作の切替え方法を指定します。 

Button ：ボタンによる切替え 

Direct ：操作による切替え 

２７Ｆ０２ DialSafeStopper Direct切替え操作時、JOGの操作方法を指定します。 

Disable ： Stopper機能は無効になります。 

Enable ： Stopper機能は有効になります。 

 

関連メニュー 

２８１０１ T- BarLimit T- Barのスプリング位置からの動作を指定します。 

Free ：早送り・巻き戻し動作します。 

Low ：下位置以下で停止状態です。 

High ：上位置以上でＰＬＡＹ状態です。 

Low&High 

 

 

 

 

FF │ⱷ♬ꜙכ≢ ≢∆⁹ 

 

STOP  

REW │ⱷ♬ꜙכ≢ ≢∆⁹ 
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SI O 1 SI O 2 SI O 3 SI O 4

POWER

ON

OFF

DC IN

 

7. 背面パネル部の名称及び機能 

 

SI O 1 SI O 2 SI O 3 SI O 4

REF

POWER

ON

OFF

GPI

I N 1

LI NK 1 LI NK 2

LAN 1

USB

LAN 2

I N 2 I N 3 I N 4

 

 

① POWER 

 

電源ＳＷです。 

※電源を切断してもCUE点は覚えています。 

 

 

②  DC IN 

 

専用 ACアダプタを接続します。 

ＡＣアダプタのプラグを差し込み左に回してご使用下さい。 

 

③  SIO1～４ 

 

 

 

RS- 422制御コネクタです。 

VTR及びディスクレコーダと接続します。 

※カップリング機能を使用する時はRS422ケーブル２本で接続します。 
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GPI

REF

I N 1 I N 2 I N 3 I N 4

④ GPI 

 

 

GPIコネクタです。入力 ８個／出力 ８個の制御を 

メニュー設定で機能を割り当て使用する事が可能です。 

 

⑤ ＲＥＦ 

 

 

 

基準ビデオ信号を入力します。 

２値ＳＹＮＣ／３値ＳＹＮCに対応しています。 

NTSC又は PAL基準ビデオ信号を入力します。（ループスルー付き） 

※基準ビデオ信号を入力しなくても動作しますが、ＣＵＥ点及び編集点で数Frameの

誤差が生じる可能性があります。 

 

⑥ ＩＮ１～IN4 

 

 

 

・ＳＩＯ１～４で制御している映像を入力する事により、CUE点のサムネイル画像を登録する

ことが可能です。またポート選択ボタンと連動して画像の確認が可能です。 

・映像信号はNTSCアナログビデオ信号を入力します。 

・映像信号は必ずREFに同期させて下さい。 

※映像信号を入力しなくても動作可能です。 

 

関連メニュー 

２７７１１ Port1- DevStsIcon PORTのアイコンを画像入力にするかSymbolにするか選択します。 

PortSym  ：上記(27701)のシンボルに従います。 

Video- IN1 ：IN1画像を表示します。 

２７７１２ Port2- DevStsIcon PortSym 

同上 

２７７１３ Port3- DevStsIcon PortSym 

同上 

２７７１４ Port4- DevStsIcon PortSym 

同上 
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LI NK 1 LI NK 2

LAN 1 LAN 2

 

⑦ LINK1 / LINK2 

 

 

システム拡張用コネクタです。弊社製品の機器間相互通信が可能です。 

 

⑧ LAN1 / LAN2 

 

 

 

・弊社ＰＣアプリケーションの通信に使用可能です。 

・LANで制御可能なデバイスに対応する予定です。（現在未対応） 

・10BaseT/100BaseT   

・AutoMDIX機能を搭載しているのでクロス／ストレート問わず接続可能です。 

  

⑨ USB 

 

 

未使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB



 

 

20 

 

8. 操作画面と機能 

操作画面は下記の機能が装備されています。 

画面毎にファンクション表示エリア内の機能が切り替わり、詳細動作を行う事が可能です。 

操作画面は、接続対象プロトコルにより変わります。 

※VDCPプロトコル選択時、簡易編集画面は表示されません。 

 

8.1 DiskRecoder ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Material -L  ClipList  PlayLis

t  ꜞ☻♩ ⸗♬♃  ◒ꜞ♇ⱪꜞ☻♩ ⸗♬♃  ⱪ꜠▬ꜞ☻♩ ⸗♬♃  

F6(DispChg) ≢ ─ 

⅜ ≢∆⁹ 

 

 

 

 

 

F6(DispChg) ≢ ─ 

⅜ ≢∆⁹ 

F6(DispChg) ≢ ─ 

⅜ ≢∆⁹ 
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8.2 VTR ─  

VTRプロトコル選択時は、「Material- L」は選択出来ません。 

画面毎にファンクション表示エリア内の機能が切り替わり、詳細動作を行う事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ClipList  PlayList  SimplEdit  

◒ꜞ♇ⱪꜞ☻♩ ⸗♬♃   ⱪ꜠▬ꜞ☻♩ ⸗♬♃  

F6(DispChg) ≢ ─ 

⅜ ≢∆⁹ 

F6(DispChg) ≢ ─ 

⅜ ≢∆⁹ 
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8.3  ♦Ᵽ▬☻☻♥כ♃☻  

ステータスモード画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【画面タイトル】 

機能によりタイトルが変わります。 

 

【バージョン表示】 

ファームウェアのバージョンです。 

 

【ＰＯＲＴ１～４表示部】 

SIO1～４の制御に対応しています。 

 

【ファンクション表示エリア】 

機能の選択を行います。SFTキー又はPキーで表示を切替て使用します。 

 

【ファイルアクセスランプ】 

─ │ⱨ□▬ꜟ▪◒☿☻ꜝfiⱪ≢∆⁹ 

─ ⌐⌂╡╕∆─≢⁸ꜝfiⱪ⅜ │ ╩ ↑≡ ↕™⁹ 

 

 

 

 

 

PORT1  

VDCP  

PORT2  

VDCP  

PORT3  

(VTR ) 

PORT4  

VTR  

Ᵽכ☺ꜛfi  ♃▬♩ꜟ 

ⱨ□fi◒◦ꜛfi ◄ꜞ▪ 

ファイルアクセスランプ 
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8.4  PORT  

 

 

 

 

 

 

① 名称表示部 

メニューの設定に従いポート名称の表示又は、入力映像の表示が可能です。 

ポート名称はA/B/C/D/V1/V2/V3/V4/R1/R2/R3/R4/P1/P2/P3/P4 がメニューで選択

可能です。 

＜関連メニュー＞ 

Consolメニュー  シンボル名称の変更とサムネイル表示 

２７７０１ Port1- Symbol PORT1のシンボルを変更します。 

A～D / V 1～V4 / R1～R4 / P1～P4 

２７７０２ Port2- Symbol 同上 

２７７０３ Port3- Symbol 同上 

２７７０４ Port4- Symbol 同上 

２７７１１ Port1- DevStsIcon PORT１のアイコンを画像入力にするかSymbolにするか選択します。 

1) PortSym  ：上記(27701)のシンボルに従います。 

2) Video- IN1 ：IN1画像を表示します。 

２７７１２ Port1- DevStsIcon 同上 

２７７１３ Port1- DevStsIcon 同上 

２７７１４ Port1- DevStsIcon 同上 

② ステータス表示部 

③ TC/CTL 表示部 

④ タイムコード表示部 

※対象機器の状態により色が変わります。 STOP（青） PLAY(緑) REC(赤) 

⑤ FTC 表示 

※VTRプロトコル使用時は表示しません。 

⑥ デバイスの状態表示 

PB/EE ： 選択状態の時“黄”になります。 

R- Inhi ： 収録禁止状態の時“赤”になります。 

⑦ REMOTE/LOCAL表示 

VTRの REMOTE/LOCAL状態を表示します。 

⑧ ポート選択表示 

ポート選択ボタンに連動して表示します。選択状態の時“黄”になります。 

⑨ 素材のファイル名を表示します。 

 

ᵒ  ᵑ  ᵓ ᵔ ᵕ 

ᵖ 

ᵗ 
ᵘ ᵙ 
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9. 機能と操作方法 

MDC- 70Tでは下記の機能が装備されています。 

・Collection機能 

プロトコル及び使用方法を簡単に設定する機能です。 

・バージョンアップ機能 

 USBメモリを使用してバージョンアップを行う機能です。 

・ディスクレコーダ等の素材情報の取得とリスト表示 

マテリアルリストモードでファイル管理されている機器のクリップ情報の確認が行えます。 

※VDCPプロトコル使用時 

・ステータス＆素材名の表示 

 VTRの設定とVDCPの設定で表示内容が異なります。 

・ＧＯＴＯ機能 

タイムコードをテンキーにて入力し、頭出しをする機能です。 

・VAR再生機能 

・PREROLL機能 

・EJECT機能 

・EE機能 

・ＣＵＥ機能 

 タイムコードを登録して、頭だしをする機能です。 

・カップリング機能 

収録系制御と再生系の制御の２ポートを同時に制御する事により、感覚的にタイムコードの

登録／頭だしをする機能です。 

・パラ制御機能 

複数のポートに同時に制御する事が可能です。 

・連続再生機能 

 クリップリストで作成クリップをプレイリストに並べる事により連続再生する機能です。 

※VDCPプロトコル使用時 

・シングル再生機能 

 クリップリストで作成クリップをプレイリストに並べる事により順番に再生する機能です。 

・簡易編集機能 

 ２台のVTRを使用してアッセンブル編集及びインサート編集を行う事が可能です。 

・ＧＰＩ機能 

メニュー設定によりGPIでの制御を行う事が可能です。 
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9.1 Collection機能 

Collection機能とは使用デバイスのプロトコル及びポートの使用方法を設定する機能です。

VDCPプロトコル・VTRプロトコル等の選択と複数台の同時制御等の設定を一括して行う

事が可能です。MENU内の Consolや Sioで細かな設定を行わなくても、Collectionメニュ

ーにて一括設定を行う事が可能です。 

Collection メニュー 

設定値の変更は F1(Set)/F3（－）/F4（＋）で行います。 
１７０００ $CutomPtn カスタム設定です。 

0000：標準仕様 

１７００２ $PcSysPtn コントローラモードとPCモードの切替えを行います。 

Free ： 無効（前回の設定を保持します） 

StandAlon  ： 通常モードで使用します。（VTR制御等） 

MvxMode- A ： SlaveMode（Mvx） 

PcMode- A  ： SlaveMode A 

PcMode- B  ： SlaveMode B 

PcMode- C  ： SlaveMode C 

※SlaveModeで起動すると画面はSlaveModeと表示され、PC等と通信が

確立すると、アプリケーション依存の画面に切り替わります。 

※通常モードに戻すにはESC+SFTボタンを押しながら電源を投入して下さ

い。投入後に本MENUをStandAlonに戻して下さい。 

１７１００ $Port- Default VTR単体制御及び同時制御のみ行う時に選択します。 

Yes：  

No ： 無効（前回の設定を保持します） 

１７１０１ $Port- Coupling12 1.2 PORTをカップリング機能で使用する時に選択します。 

 

１７１０２ $Port- Coupling34 3.4 PORTをカップリング機能で使用する時に選択します。 

 

１７１０３ $Port- Coupling12/34 1.2と3.4 PORTを選択し 

カップリング機能で使用する時に選択します。 

１７１０４ $Port- Coupling1234a 1.2と3.4 PORTを同時に 

カップリング機能で使用する時に選択します。 

１７３０１ $Port1- Protocol PORT 1で使用するプロトコルを選択します。 

1) Free ： （前回の設定を保持します） 

2) Default ： デフォルト（初期設定値）（※VTRプロトコルに設定) 

3) Through ： (PCモード用) 

4) VTR- a ： VTRプロトコルに設定します。 

5) XDS- a VDCP R1 ： VDCPプロトコルのRECポートに設定します。 

6) XDS- a VDCP P1 ： VDCPプロトコルのPLAYポートに設定します。 

7) SR1K- a VDCP R1 

8) SR1K- a VDCP P1 

9) SR1K- a VDCP R2 

10) SR1K- a VDCP P2 

11) SR1K- a VDCP P3 

12) SR1K- a VDCP R3 

13) SR1K- a VDCP P4 

１７３０２ $Port2- Protocol 同上 

１７３０３ $Port3- Protocol 同上 

１７３０４ $Port4- Protocol 同上 

※変更後はResetMDC(SFT+F5)で再起動して下さい。 
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設定例 ．１ 

ポート１～４を使用して、４台のVTRを制御する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定例 ．２  

ポートの１．２を使用してXDCAM STATIONの InterlDiskで、録画しながら再生制御をする

場合（VDCPプロトコル）ポートの３．４はVTRを接続する設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特殊な使用方法  

Collection機能を使用せずに直接プロトコル等を設定する。 

前回の設定内容は Sio/Consol内に保持しています。 
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9.3 通常機能 

9.3.1 録画の開始と再生 

録画の開始 REC＋PLAYを押すと収録を開始します。 

VTRプロトコル：収録を開始します。 

VDCPプロトコル：ファイルを作成し収録を開始します。 

収録中は“赤”表示になります。 

 

 

録画の停止 REC + STOPボタンを押すと収録を停止します。 

  停止中は“青”表示になります。 

 

 

再生動作 PLAYボタンで再生します。 

  再生中は“緑”表示になります。 

 

 

バリアブル再生動作 

 バリアブル再生中は“水色”表示になります。 

 

 

ディスクレコーダ再生動作 通常モード使用時 

1) PORT選択ボタンでポートを選択します。 

2) マテリアルリスト画面でファイルを選択しLoadボタン（P2- F1）で

読込ます。 

3) デバイスステータス画面に戻り、選択したファイルが読み出され

ている事を確認します。 

 

 

4) PLAYボタンで再生します。 

ディスクレコーダ再生動作 カップリングモード使用時 

カップリング画面では収録ポート素材を再生ポートに読出し、 

追っかけ再生する事が可能です。 

F-  PLAY ボタンを押します。 

※数秒のディレイ（デバイス依存）後再生が開始します。 
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9.3.2  VAR 再生 

    

ⱨ□fi◒◦ꜛfi ◄ꜞ▪─ P3≢│ VAR1/2/3 ─ ⅜ ≢∆⁹ 

設定メニュー 

２７Ｅ０１ Preset VAR- 1 
VAR再生のスピードを指定します。 

100%  設定の変更は可能です。 

２７Ｅ０２ Preset VAR- 2 
VAR再生のスピードを指定します。 

50%   設定の変更は可能です。 

２７Ｅ０３ Preset VAR- 3 
VAR再生のスピードを指定します。 

30%   設定の変更は可能です。 

   VAR ╩ Ⱳ♃fi⌐ ╡ ≡╢ ╙ ≢∆⁹ 

関連メニュー  ：VTRプロトコル機能 

２７８１１ $ContBlankKeyAsn1 CONTROLエリアのBlankキーを変更します。 

Blank ：何もしません。 

Standby ： STNDBY ONします。 

Rew ： REW動作します。 

F.FWD ：FF動作します。 

Ｖａｒ１：VAR１で設定した％で再生します。 

Ｖａｒ2：VAR2で設定した％で再生します。 

Ｖａｒ3：VAR3で設定した％で再生します。 

Top：XDS拡張コマンドTOP動作します。 

End：XDS拡張コマンドEND動作します。 

Pre：XDS拡張コマンドPREV動作します。 

Next：XDS拡張コマンドNEXT動作します。 

２７８１２ $ContBlankKeyAsn2 同上 

※機能を有効にするには電源の再起動が必要です。 
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9.3.3  TCとCTL 指定 

 

ファンクション表示エリアのP5ではTC/CTL の切替えが可能です。 

SFT ＋ F1(TC)/F2(CTL)/F3(CTL- Reset) で切替えが可能です。 
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9.3.4  PREROLL 指定 

Preroll/Postroll はファンクション表示エリアのP4で画面毎にPrerollの登録を行い

ます。登録はポート毎・Device Status画面・Clip List画面・Play List画面毎に 

登録を行う事が可能です。 

Preroll値はファンクションエリアに６個までプリセットしておく事が可能です。 

通常は- 1/ - 2/ - 3を表示していますが、SFTを押すと- 4 / - 5 / - 6が選択可能です。 

※Device Status画面とClipList画面は連動していませんので 

各々設定を行って下さい。 

 

【Device Status画面】 

ỏ╩ ∆≤ ─ TC ╟╡ⱪꜞ꜡כꜟ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ₒClipList ₓ 

ỏ╩ ∆≤ IN ─ TC ╟╡ⱪꜞ꜡כꜟ ⇔╕∆⁹ 

SFT+ ỏ╩ ∆≤ IN ─ TC ⌐ CUE UP ⇔╕∆⁹ 
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ₒPlayList ₓ 

ỏ╩ ∆≤ IN ─ TC ╟╡ⱪꜞ꜡כꜟ ⇔╕∆⁹ 

SFT+ ỏ╩ ∆≤ IN ─ TC ⌐ CUE UP ⇔╕∆⁹ 

 

 

ₒMENU ₓ 

 ⱪꜞ☿♇♩ │MENU ≢ ∆╢ ⅜ ≢∆⁹ 

関連メニュー    プリセットPreroll時間の変更 

２７９０１ Preroll- 1 プリロール時間の指定 

０３：００  時間変更可能です。 

２７９０２ Preroll- 2 プリロール時間の指定 

０５：００  時間変更可能です。 

２７９０３ Preroll- 3 プリロール時間の指定 

０７：００  時間変更可能です。 

２７９０４ Preroll- 4 プリロール時間の指定 

１０：００  時間変更可能です。 

２７９０５ Preroll- 5 プリロール時間の指定 

２０：００  時間変更可能です。 

２６９０６ Preroll- 6 プリロール時間の指定 

３０：００  時間変更可能です。 

 

関連メニュー    プリセットPostroll時間の変更 

２７９１１ PostRoll- 1 ポストロール時間の指定 

０３：００  時間変更可能です。 

２７９１２ PostRoll- 2 ポストロール時間の指定 

０５：００  時間変更可能です。 

２７９１３ PostRoll- 3 ポストロール時間の指定 

０７：００  時間変更可能です。 

２７９１４ PostRoll- 4 ポストロール時間の指定 

１０：００  時間変更可能です。 

２７９１５ PostRoll- 5 ポストロール時間の指定 

２０：００  時間変更可能です。 

２７９１６ PostRoll- 6 ポストロール時間の指定 

３０：００  時間変更可能です。 
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9.3.5  GOTO機能 

タイムコードをテンキーにて入力しCUE UPする機能です。 

【Device Status画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンキー部で数字キーを押すと、TC表示部がGOTO表示になりTC入力可能です。 

TC入力後 ＃ を押すとCUE UPします。 

入力を途中でキャンセルする場合はESCを押して下さい。 

 

【Clip List画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンキー部で数字キーを押すと、GOTO表示になりTC入力可能です。 

TC入力後 ＃ を押すとCUE UPします。 

入力を途中でキャンセルする場合はESCを押して下さい。 
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9.4 クリップリスト機能 

CUEキー及びINキー/OUTキーを押すと、対象機器のタイムコードをクリップリストに登録し

て、頭出しを行う事が可能です。タイムコードの登録は、IN点の登録とIN/OUT点の登録 

が可能です。クリップの表示は３パターンの表示方法を切替えて使用する事が可能です。

画面の切替えはファンクション表示エリアのDispChg（F6）で行います。 

 

登録可能数 ： １ポートあたり 999 個 

 

【クリップリスト簡易モニタ画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⱳכ♩ 

☻♃כ♥☻

 

Clip ─  

Clip ◄ꜞ▪ 

Clip  

◄ꜞ▪ 

PORT1 

TC

 
 

PORT2 

TC 

PORT3 

TC 

PORT4 

TC 

CUEUP  

 

ⱴכ◒ 
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【クリップリスト画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クリップリスト サムネイル画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※登録可能なサムネイル画像は１００枚です。 

※本画面の時のみ、サムネイル画像の変更が可能です。 

P.1＋SFTボタンでF5:ImageReplaceを押すと現在の映像をサムネル画像に

再登録する事が可能です。 

ⱳכ♩ Clip ◄ꜞ▪ 

Clip ─  

PORT1 

TC

 
 

PORT2 

TC

 
 

PORT3 

TC 

PORT4 

TC 

PORT1 

TC

 
 

PORT2 

TC

 
 

PORT3 

TC

 
 

PORT4 

TC

 
 

ⱳכ♩ 

Clip ◄ꜞ▪ 

Clip  

◄ꜞ▪ 

Clip ─  

 

Clip  

◄ꜞ▪ 

CUEUP  

 

ⱴכ◒ 
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9.4.1 Clipの操作概要 

クリップリスト画面では下記の機能がファンクションエリアを使用して操作する事が可

能です。 

ファンクション表示エリアでは、PボタンとSFT押しで下記の機能に切り替ります。 

 

P ボタン F1 ボタン F2 ボタン F3 ボタン F4 ボタン F5 ボタン F6 ボタン 

P.1  PlayList  Add PL  Ins PL   SetSym  DispChg  

P.1 Shif t  Material -L  OvwPL   SetTitle  Monitor  

P.2  PlayList   Copy  Paste  ・・・ DispChg  

P.2 Shift  Material -L    Delete   

P.3      ・・・  

P.3 Shift      All Delete   

P.4  Preroll -1 Preroll -2 Preroll -3 Postroll -1 Postroll -2 Postroll -3 

P.4 Shift  Preroll -4 Preroll -5 Preroll -6 Postroll -4 Postroll -5 Postroll -6 

  

【プレイリスト】 プレイリスト画面に移行します。 

【Material- L】 素材リスト簡易モニタ画面に移行します。 

【Monitor】 モニタ画面に移行します。 

【Add PL】 ⇔≡™╢ CUE ╩ PLAY LIST ─ ⌐ ⇔╕∆⁹

【Ins PL】 選択しているCUE点をプレイリストに挿入登録します。 

【Ovw PL】 選択しているCUE点をプレイリストに上書き登録します。 

【Set Sym】 SYM欄に○▲★等のシンボルを入れる事が出来ます。 

【Set Title】 TITLE欄に英数カナ文字を入れる事が出来ます。 

【DispChg】 画面表示を切替ます。 

【Copy】 クリップをコピーします。 

【Paste】 クリップをペーストします。 

【Delete】 クリップを削除します。 

※削除されたクリップ1 個は内部メモリに保持されている為、Paste

操作で戻す事が可能です。 

【All Delete】 全てのクリップを削除します。 

【Preroll- *】 Preroll値をSETします。 

【Postroll- *】 Postroll値をSETします。 
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I N OUT CUE

 

9.4.2 クリップの登録操作 

CUE点は、IN/OUT点登録とIN点登録を混在して登録する事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

MARKエリア 

 

 

IN/OUTはクリップ情報表示エリアに入りCUEボタンで登録されます。 

CUEボタンのみ押すとIN点として登録されます。 

CUE点の登録は未登録部分に登録するSEARCH機能と 

選択した場所から上書登録するOveWrite機能がメニューで選択可能です。 

Consoleメニュー   Clipの登録方法の変更 

２９６０１ ClipList- SetMode Clip ListへのＣＵＥ点の登録方法を選択します。 

Search ：若番より空いている所に登録します。 

OverWrite ： カーソル位置に上書します。 

 

Consolメニュー  白ボタンの機能変更 

２７８０１ $MarkBlankKeyAsn MARKエリアのBlank キーを変更します。 

Blank ：何もしません。 

Search ：CUE点をSearchします。 

Login ： カップリング中にREC側の CUE点を登録します。 

 

CUEの登録速度 

   CUE点の連続登録速度は、サムネイル画像を取得するか否かで変わります。 

   サムネイル画像取得を行うと１秒程度登録に時間がかかります。 

   サムネイル画像の取得を行わない時は数FRAMEで登録が可能です。 

関連メニュー サムネイル画像の取得 

２９６００ ThumbnailCapture CUE点のサムネイルをIN1～４の入力画像よりキャプチャーす

る事が可能です。 

Disable ： キャプチャー登録します。 

Enable ： キャプチャーは行いません。 

※キャプチャー機能を有効にすると、 

CUE点の登録動作が遅くなります。 

 

 

Clip  

◄ꜞ▪ 
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9.4.3 クリップの編集 

登録したクリップ点は編集を行う事が可能です。 

編集を行いたいクリップの頭出しを行いJOGダイアル等で再登録点を選択し 

SFT + IN  又は SFT + OUT で再登録する事が可能です。 

 

9.4.4 クリップのコピペと削除操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      クリップのコピペ 

登録したクリップはコピペする事が可能です。 

例えば、021番のクリップを090番の位置にコピーする場合。 

① 021番クリップの選択位置でCopy を押す。 

② 上下カーソルキー等で090番の位置に移動する。 

③ 090 番の位置でPaste を押すことでコピーされます。 

※以降、IN／OUT／CUEボタンによるCUE点登録を再開する場合は、 

   選択カーソルを登録したい位置に戻して下さい。 

  ※クリップは選択カーソル位置に上書きされます。 

 

  クリップの削除 

 登録したクリップの削除は、SFT+Deleteで行います。 

 ※削除したクリップ1個は内部バッファに保存していますので、Pasteで使用可能です。 

 

クリップの全削除 

 登録したクリップの削除は、P3ページへ移動してSFT+All Deleteで行います。 
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9.4.5 クリップの呼び出し操作とテンキー機能 

    

 

 

 

 

  

   上下▲はクリップの選択です。 

SFT+上下▲S─ ≢ ⌐♄▬▪ꜟ≢─  ⁹∆╕╡⌂⌐♪כ⸗ꜟכ꜡◒☻

β כ◐─ ╩ │♪כ⸗≥℮ ↕╣╕∆⁹ 

 

Ｐｒｅｒｏｌｌ付きCUE UP 

 各ポートにはPreroll値を設定する事が可能です。 

 Preroll ╩ ╘⌂™ CUE UP │ SFT + Ỏ◐כ ≢ ⇔⅜ ≢∆⁹ 

 

CUEの呼び出し Ｓ モード 

クリップリスト画面では、テンキーの機能を切替える事が可能です。 

テンキー機能Ｓはクリップリストとテンキーが連動した画面になります。 

（ SFT+＊ 又は ＊+1.2.3 ）で画面切替え可能です。 

テンキーの数字はCNoの最後の桁になりテンキーでCUE UP可能です。 

※テンキーでのCUE UP時 Preroll値は反映されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリップリストのCNo 000～009までをテンキーページの０に、 

C010～019までをテンキーページの１に割り付けます。 

ページの切替えは、SFT＋テンキー数字で行います。 

※テンキー割り当ての機能は99までですが、999までCUE点の登録は可能です。 

Clip IN ─ ┘ ⇔ Clip OUT ─ ┘ ⇔ 
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CUEの呼び出し Ｌ モード 

クリップリスト画面では、テンキーの機能を切替える事が可能です。 

テンキー機能 Ｌは CNoでCUE点を呼び出す画面になります。 

（SFT+＊又は＊+2）で画面切替え可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1～９９９までの数字を入力し＃を押すと、登録したＣＵＥ点に移動します。 

その後左右▲でCUE UPを行います。 

関連メニュー  自動 CUE UP 設定 

２７Ｄ００ AtCup- SetClp- CList ClipListにCUE点を登録した時に自動でCUE UPします。 

Disable ：CUE UPしません。 

Enable ：CUE UP します。 

 

関連メニュー  自動 CUE UP 設定 

２７Ｄ０３ AtCup- CsrMov- Clist Clip List でカーソルを移動させた時に自動でCUE UPします。 

Disable ：CUE UPしません。 

Enable ：CUE UP します。 

 

CUEの呼び出しTモード 

クリップリスト画面では、テンキーの機能を切替える事が可能です。 

テンキー機能 Tは GOTO機能です。 

（SFT+＊又は＊+1）で画面切替え可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンキーでＴＣを入力して＃を押すとCUE UPします。 
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9.5 素材リスト機能（マテリアルリスト） 

マテリアルリスト画面ではレコーダ内の素材一覧を読み込み表示・選択・読み出しを行う事

が可能です。また収録時は自動でファイル名を付け収録を行います。 

マテリアルリストの表示は２パターンの表示方法を切替えて使用する事が可能です。画面の

切替えはファンクション表示エリアのDispChg（F6）で行います。 

※VDCPプロトコル使用時 

リストの表示件数 ： ９９９９件 

 

【マテリアルリスト 素材リスト簡易モニタ画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マテリアルリスト 素材リスト画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☻♃כ♥☻

 

ⱳכ꜠ꜙ♦  ♩כ◦ꜛfi 

PORT1 

TC

 
 

PORT2 

TC

 
 

PORT3 

TC

 
 

PORT4 

TC

 
 

ⱳכ꜠ꜙ♦  ♩כ◦ꜛfi  

PORT1 

TC

 
 

PORT2 

TC

 
 

PORT3 

TC

 
 

PORT4 

TC

 
 

─  

─  
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9.5.1 Material操作概要 

 

素材表示エリアでは、PボタンとSFT押しで下記の機能に切り替ります。 

 

P ボタン F1 ボタン F2 ボタン F3 ボタン F4 ボタン F5 ボタン F6 ボタン 

P.1  
 

ClipList  Plat List  Update  Drive  DispChg  

P.1 S FT       Monitor  

P.2  
 

Load  Protect  Info   DispChg  

P.2 S FT   Unload    Delete   

P.3        

P.3 S FT      All Delete   

P.4  Preroll -1 Preroll -2 Preroll -3    

P4.SFT  Preroll -4 Preroll -5 Preroll -6    

   

 【クリップリスト】 クリップリスト画面に移行します。 

 【プレイリスト】 プレイリスト画面に移行します。 

 【Update】  機器の素材一覧を取得します。 

 【Drive 】  未対応 

 【DispChg】  表示画面を切り替えます。 

 【Monitor】  モニタ画面に切り替えます。 

 【Load】  選択したファイルをLoadします。 

 【UnLoad】  未対応 ※選択したファイルをUnLoadします。 

 【Protect】  未対応 ※選択したファイルをProtect します。 

 【Info】  未対応 ※選択したファイルｊ情報を表示 します。 

 【Delete】  素材を削除します。 

【AllDelete】  ≡─ ╩ ⇔╕∆⁹  

【Preroll- *】  Preroll値をSETします。 
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9.5.2 素材の呼び出し 

素材エリアでは対象機器のファイル情報の一覧の取得が可能です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Updateボタンを押すと、ファイルの一覧を取得します。 

 上下▲又はJOGダイアル (SFT+上下▲)でファイルを選択し、CUE UPを行って下さい。 

 CUE UP は 左矢印キー 又は P2ページのLoad(F2)ボタンで可能です。 

β ꜞ☻♩ ─ ⱴכ꜡⁸│◒כ♪ ⱨ□▬ꜟ≢∆⁹ 

βⱨ□▬ꜟ │ UTF -8─ ≢♪כ◖ 63Ᵽ▬♩⌐ ⇔≡™╕∆⁹ 

─ ≢ ≢│ ─ ≢─ ╩ ⇔≡⅔╡╕∆⁹ 

     

Ver . S0100-01-56╟╡  

 

9.5.3 素材の削除 

素材エリアでは対象機器のファイルの削除が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Material List内の P2の Deleteを押すと、削除確認メッセージが表示され 

削除を行う事が可能です。 

LOAD ↕ ╣

√  
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9.5.4 収録時のファイル名称について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M １ １ ０ ００００

ファイル番号

Ｄｒｉｖｅ番号

SIO Port 番号

Unit ID番号
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9.6  カップリング機能 

カップリング機能とは、メモリーレコーダ／ディスクレコーダ等で収録を行いながら再生

する事が可能な機器に対して、行う制御です。 

収録系制御と再生系の制御の２ポートを同時に制御する事により、２ポートを意識する

事無くご使用頂けます。 

※ 対象機器との接続は２ポート使用します。（RECポート／PLAYポート） 

 

9.6.1  カップリング機能の設定 

ＳＩＯの動作画面及びプロトコルの選択はCollection画面で行います。 

 

使用ポートと対象機器を選択し、-  + で選択を行いSetで切替えます。 

Ｓｅｔ後、Shft + ResetMDCボタンで再起動がかかり、設定が完了します。 

 

9.6.2  カップリング機能の操作 

2  

 

 

 

点滅 ・・・ 点滅しているポートの TC が登録されます。 

 収録画像のTCでCUE点を登録するか、再生ポートのTCでCUE点を登録するか選択

が可能です。 
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9.6.3  カップリング機能 + VTR制御の操作 

2  

VTR  

1 2 3 4

PORT SELECT
 

◌♇ⱪꜞfi◓       SFT+PORT SELECT Ⱳ♃fi≢ ⅜  

 通常のカップリング機能と同様に、収録画像のTCでCUE点を登録するか、再生ポートの

TCでCUE点を登録するか選択が可能です。 

同時にPORT４で収録したTCも独立してCUE点を登録する事も可能です。 
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9.7 パラ制御機能 

パラ制御機能とは、ポート選択ボタンで選択されたポートを同時に制御します。 

※ Ｒｅｆに同期して同時にコマンドを出す機能で調相制御は行っていません。 

※ 対象機器により、JOG／SHTL制御時は TCがずれる可能性があります。 

 

9.7.1 パラ制御機能の設定 

ＳＩＯの動作画面及びプロトコルの選択はCollection画面で行います。 

 

使用ポートをDefaultにするとパラ制御が可能です。 

対象機器を選択し、-  + で選択を行いSetで切替えます。 

Ｓｅｔ後、Shft + ResetMDCボタンで再起動がかかり、設定が完了します。 

 

9.7.2 パラ制御機能の操作 

 

 

 

1～４のSW選択で切替ります。 

複数ポートを同時制御する時は、SFT+制御ポートで選択可能です。 
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9.7.3 パラ制御のCUE UP方法 

複数台同時再生時、クリップの登録を行うと、各ポート 毎にクリップ点を登録します。 

PORT SELECTボタンが点滅しているポートのクリップリストが表示します。 

又CUE点の登録エリアを変更する事により、PORT１で登録したCUE点をPORT２でCUE 

UPする事も可能です。 

設定例 

【CUE点の登録エリア】 (工場出荷) 

＜関連メニュー＞ CUE点の登録エリア指定 

27611 Port1- ClipListBank  1) Bank- A 

27612 Port2- ClipListBank  2) Bank- B 

27613 Port3- ClipListBank  3) Bank- C 

27614 Port4- ClipListBank  4) Bank- D 

 

【CUE点の登録エリア】 (Port1で登録したCUE点でPORT2.3.4をCUE UP) 

＜関連メニュー＞ CUE点の登録エリア指定 

27611 Port1- ClipListBank  1) Bank- A 

27612 Port2- ClipListBank  1) Bank- A 

27613 Port3- ClipListBank  1) Bank- A 

27614 Port4- ClipListBank  1) Bank- A 
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9.8 PLAY LIST機能 

クリップリストで作成したクリップをプレイリストに並べる事により登録した順番に再生する

機能です。連続再生とシングル再生の切替はShift+F2ボタン【PlyMod】で行います。 

※VDCPプロトコル使用時 

登録可能数 ３００件 

（注意） 連続再生機能はVDCPプロトコル選択時のみ可能です。 

 

9.8.1 プレイリスト画面の説明 

  プレイリストは下記の画面より選択可能です。 

【プレイリスト 簡易モニタ画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレイリスト 詳細画面】 

 

 

 

 

 

 

 

【クリップ&プレイリスト  プレイリスト操作画面】 

 

 

 

 

 

 

映像表示部 

選択ポート 

ステータス表示部 

Clipの選択 

ファイル情報表示エリア 

List 情報表示部 

ClipList  PlayList  

Ｍ：連続再生モード 

Ｓ：シングル再生モード 
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9.8.2  プレイリストの操作概要 

ファンクション表示エリアでは、PボタンとSFT押しで下記の機能に切り替ります。 

 

P ボタン F1 ボタン F2 ボタン F3 ボタン F4 ボタン F5 ボタン F6 ボタン 

P.1  ClipList  PL -Sel  Set -Start  Set -End  SetSym  DispChg  

P.1 Shift  Material -L PlyMod  ON/OFF  Loop   Monitor  

P.2  ClipList   Copy  Paste   DispChg  

P.2 Shift  Material -L    Delete   

P.3        

P.3 Shift      All Delete   

P4  Preroll -1 Preroll -2 Preroll -3 Postroll -1 Postroll -2 Postroll -3 

P4  Shift  Preroll -4 Preroll -5 Preroll -6 Postroll -4 Postroll -5 Postroll -6 

    

【ClipList】 クリップリスト画面に移行します。 

【PL- Sel】 プレイリスト Sel画面に移行します。 

【Set- Start】 プレイリストのStart 点を指定します。 

【Set- End】 プレイリストのEND点を指定します。 

【SetSym】 SYM シンボル登録が可能です。 

【DispChg】 表示画面を切り替えます。 

【Material- L】 Material画面に移行します。 

【PlyMod】 連続再生を行うかシングル再生を行うか切替ます。 

【ON/OFF】 連続再生するクリップのON/OFFです。 

【Loop】 Loop再生を指定します。 

【Copy】 プレイリストのコピーを行います。 

【Paste】 プレイリストのペーストを行います。 

【Delete】 プレイリスト内クリップの削除を行います。 

【All Delete】 プレイリスト内全てのクリップの削除を行います。 

【Preroll- *】 Preroll値をSETします。 

【Postroll- *】 Postroll値をSETします。 
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9.8.3  PLAY LIST 連続再生 

連続再生制御機能とはＩＮ点とＯＵＴ点を登録したクリップを連続で再生を行う機能です。 

※ 本機能は、ＶＤＣＰプロトコル設定時のみ使用可能です。 

※ 本機能は対象機器によりクリップの最小Durationを変更する必要があります。 

Ｓｉｏメニュー (Sio1,2,3,4) 

３１６００ Vdcp:ClipMinDur VDCPプロトコルでクリップの最小サイズ指定 

Sio1 60 frame/Sio2 90frame/Sio3 60frame/Sio4 60frame 

 ※連続再生を行う時はSFT+F2(PlyMod)で“Ｍ”表示にしてください。 

 

 クリップリストとプレイリストの切替 

 クリップリストとプレイリストの切替えはPlayList(F1)とDispChg(F6)で切替える事が可能

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クリップの登録 

 クリップの登録は「クリップリスト画面」よりAddPL(F2)又は InsPL(F3)で行うか、 

 「クリップ&プレイリスト画面」よりAddPL(F2)又は InsPL(F3)で行います。 

 ※登録可能なクリップの最小Dulationは３秒です。（デバイスに依存します） 
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 プレイリストに登録したクリップの編集 

 プレイリストに登録したクリップはコピペ及び削除が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 選択したクリップを移動する時は、Delete(SFT+F5)を行い。 

 移動先にPasteして下さい。 
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 プレイリストの再生範囲の指定とLoop設定 

 プレイリスト内で再生範囲を指定して連続再生を行う事が可能です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 プレイリストで白い部分が連続再生可能です。 

 Set- Start(F3) と Set- End(F4) で指定を行う事が可能です。 

 P1表示の時、SFTボタンを押す事で個別にON/OFFする事も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 又、プレイリストでは、LOOP指定する事も可能です。 
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プレイリストの再生 

 連続再生を開始するには、開始ファイルを選択してCUE UP(左▲)します。 

プレイリスト画面の緑色三角マークは、連続再生可のスタンバイ状態と、実行中クリップ

を示すものです。この三角マーク表示中は、”F-PLAY” ボタンも点滅（スタンバイ状態の

意）します。 

任意の有効クリップ位置で左矢印キーで（Prerollを含めた）Cueupをさせると  

スタンバイ状態になります。 

 CUE UPが完了すると、クリップの左側に黄色の▲が表示されます。 

 F- PLAYボタンで連続再生を開始します。 
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9.8.4  PLAY LIST シングル再生操作 

シングル再生機能とはＩＮ点とＯＵＴ点を登録したクリップを順番に再生を行う機能です。 

ＯＵＴ点で、自動的に次のクリップの頭出しを行います。 

ＶＴＲプロトコル／ＶＤＣＰプロトコル何れでも操作可能です。 

※シングル再生機能中にＬＯＯＰ設定は行わないでください。 

※シングル再生を行う時はSFT+F2(PlyMod)で“Ｓ”表示にしてください。 

 

 クリップの登録 

 クリップの登録は「クリップリスト画面」よりAddPL(F2)又は InsPL(F3)で行うか、 

 「クリップ&プレイリスト画面」よりAddPL(F2)又は InsPL(F3)で行います。 

 ※登録可能なクリップの最小Dulationは３秒です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プレイリストに登録したクリップの編集 

 プレイリストに登録したクリップはコピペ及び削除が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 選択したクリップを移動する時は、Delete(SFT+F5)を行い。 

 移動先にPasteして下さい。 
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プレイリストの再生 

 シングル再生を開始するには、開始ファイルを選択してCUE UP(左▲)します。 

プレイリスト画面の緑色三角マークは、連続再生可のスタンバイ状態と実行中のクリッ

プを示すものです。 

三角マーク表示中は、F- PLAYボタンも点滅（スタンバイ状態の意）します。 

F- PLAYを押すとＩＮ点からＯＵＴ点間の再生を行い。次のファイルの頭で頭出しを行い 

スタンバイ状態になります。 

 

プレイリストの再生中のＮＥＸＴ 

シングル再生中に次のファイルの頭出しを行う事が可能です。 

SFT+下△でＮＥＸＴ動作、SFT+上△でPrev動作します。 

  

ＧＰＩ機能 

 上記の動作をＧＰＩからも行う事が可能です。 

 詳細は９．１１項のＧＰＩ機能を参照して下さい。 
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9.8.5  プレイリストのＢａｎｋ登録 

   作成したプレイリストはＢａｎｋに登録しておく事が可能です。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  プレイリスト画面よりPL- Selを選択すると「プレイリストSel」画面に入ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プレイリストを登録したい場所にカーソルを移動して 

SAVEを行うとプレイリストの登録が可能です。 

 登録したList には、タイトルやシンボルを付ける事が可能です。 

 又、必要に応じてProtect を行う事が可能です。 
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9.9 VTR簡易編集機能 

簡易編集モードを使用すると2台の VTRを使用して編集を行うことが可能です。 

詳細は別紙 「簡易編集機能取扱説明書」 を参照して下さい。 

「簡易編集機能取扱説明書」は下記のURLよりダウンロード可能です。 

http://www.musashi- kk.co.jp/MDC70T.html 

 

 

 

http://www.musashi-kk.co.jp/MDC70T.html
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9.10 キーアサイン変更機能 

白キーに下記の機能を割り当てる事が可能です。 

Consoleメニュー  白ボタンの設定 

２７８０１ $MarkBlankKeyAsn MARKエリアのBlank キーを変更します。 

Blank ：何もしません。 

Search ：CUE点をSearchします。 

Login ： カップリング中にREC側の CUE点を登録します。 

２７８１１ $ContBlankKeyAsn1 CONTROLエリアのBlankキーを変更します。 

Blank ：何もしません。 

Standby ： STNDBY ONします。 

Rew ： REW動作します。 

F.FWD ：FF動作します。 

Ｖａｒ１：VAR１で設定した％で再生します。 

Ｖａｒ2：VAR2で設定した％で再生します。 

Ｖａｒ3：VAR3で設定した％で再生します。 

Top：XDS拡張コマンドTOP動作します。 

End：XDS拡張コマンドEND動作します。 

Pre：XDS拡張コマンドPREV動作します。 

Next：XDS拡張コマンドNEXT動作します。 

２７８１２ $ContBlankKeyAsn2 同上 

２７８１３ $ContBlankKeyAsn3 同上 

MDC- 70のみ 
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9.11  GPI機能 

GPIを使用するには、下記の設定を行って下さい。 

１） MENU設定 ＿SIO 

この設定はボタンの操作に関係無くVTRコマンド送信が可能です。 

２） MENU設定 ＿GPI 

この設定は装置のボタンと連動しています。 

 

【詳細設定】 

Bit 列を１にすると有効になります。 

※Bit 列は ００００００００ ＝ IN7 IN6 IN5 IN4 IN3 IN2 IN1 IN0となります。 

SIO設定は使用するポート毎に切替えて行って下さい。 

 

【送信コマンド 機能一覧】 （GPI IN） 

設定は使用するポート毎に切替えて設定して下さい。 

※VTR プロトコルで使用可能です。（複数選択可 例 Stop + NEXT等） 

Sioメニュー 送信コマンド 

33100 Gpi:Eject- C EJECTします。 

33101 Gpi:StbyOff- C STANDBY OＦＦします。 

33102 Gpi:StbyOn- C STANDBY OＮします。 

33103 Gpi:Stop- C STOP します。 

33104 Gpi:Still- C STILL します。 

33105 Gpi:Rec- C REC します。 

33106 Gpi:Play- C PLAY します。 

33107 Gpi:FF- C F.FWD します。 

33108 Gpi:Rew- C REWIND します。 

33109 Gpi:Next- C GPI入力 VTR- Next  PDW/XDS拡張コマンド 

3310A Gpi:Prev- C GPI入力 VTR- Prev  PDW/XDS拡張コマンド 

3310B Gpi:Top- C GPI入力 VTR- Top   PDW/XDS拡張コマンド 

3310C Gpi:End- C GPI入力 VTR- End   PDW/XDS拡張コマンド 

 

GPI 共通関連の設定メニューです。 

※プロトコルには依存しません。（パネル操作と同等の機能です） 

Gpiメニュー 

項目番号 項目名 内容 

４８６００ GpiKey- Up 上△ボタンを割り当てる事が可能です 

００００００００ （対象Bit 桁を１にすると有効） (以下同) 

４８６０１ GpiKey- Dw 下△ボタンを割り当てる事が可能です 

４８６０２ GpiKey- Lf 左△ボタンを割り当てる事が可能です 

４８６０３ GpiKey- Rt 右下△ボタンを割り当てる事が可能です 
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４８６０４ GpiKey- Play&Dw GPIが ONすると再生します。 

ＧＰＩがＯＦＦすると下△ボタン（ＮＥＸＴ）に移動します。 

※ＭＥＮＵ（27D03）を有効にするとNEXT時にCUE UPし

ます。 

４８６０５ GpiKey- Stop 装置の STOPボタンと同等です。※１ 

４８６０６ GpiKey- Rec 装置のRECボタンと同等です。※１ 

REC+PLAYで収録を開始します。 

REC+STOPで収録を停止します。 

４８６０７ GpiKey- Play 装置の PLAYボタンと同等です。※１ 

４８６０８ GpiKey- F- Play 装置の F- PLAYボタンと同等です。※１ 

４８６０９ GpiKey- PrvClpStby ＰｌａｙＬｉｓｔ/ClipList にて前のClip点に移動してＳＴＮＤＢＹ

状態になります。 

４８６０Ａ GpiKey- NxtClpStby ＰｌａｙＬｉｓｔ/ClipList にて次のClip点に移動してＳＴＮＤＢＹ

状態になります。 

４８７００ GpiTly- FplyStby ＰｌａｙＬｉｓｔ/ClipList にてSTANDBY状態の時にＯＮになり

ます。 

４８７０１ GpiTly- FplyRun ＰｌａｙＬｉｓｔ/ClipList にて再生中状態の時にＯＮになりま

す。 

４８８００ GpiInhi- Pt1- InBmp PORT SELECTボタン１選択時にGPIが ONすると全て

のパネル操作が禁止されます。 

※48710で特定のキーを有効にする事が可能です。 

４８８０１ GpiInhi- Pt2- InBmp PORT SELECTボタン2選択時にGPIが ONすると全て

のパネル操作が禁止されます。 

※48711で特定のキーを有効にする事が可能です。 

４８８０２ GpiInhi- Pt3- InBmp PORT SELECTボタン3選択時にGPIが ONすると全て

のパネル操作が禁止されます。 

※48712で特定のキーを有効にする事が可能です。 

４８８０３ GpiInhi- Pt4- InBmp PORT SELECTボタン4選択時にGPIが ONすると全て

のパネル 

操作が禁止されます。 

※48713で特定のキーを有効にする事が可能です。 

４８８１０ GpiInhi- Pt1- EnaKe

y 

PORT SELECTボタン１ Inhi機能が有効の時、動作を有

効にするボタンを選択します。 

1) Off 

2) Ply ＞PLAYボタンのみ有効 

3) Ply,Fply ＞PLAY/F- PLAYボタンのみ有効 

4) Ply,Fply,Var ＞PLAY/F- PLAY/Varボタンのみ有効 

5) Ply,Fply,Var,Stp ＞PLAY/F- PLAY/Var/STOP ボタ

ンのみ有効 

6) Ｓｔｏｐ ＞STOPボタンのみ有効 

４８８１１ GpiInhi- Pt2- EnaKe

y 

PORT SELECTボタン２ Inhi機能 

同上 

４８８１２ GpiInhi- Pt3- EnaKe

y 

PORT SELECTボタン３ Inhi機能 

同上 

４８８１３ GpiInhi- Pt4- EnaKe

y 

PORT SELECTボタン４ Inhi機能 

同上 
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【ステータス表示 機能一覧】 （GPI OUT） 

VTRプロトコルのステータスを定時センスして、ステータス情報をGPIに出力します。 

設定は使用するポート毎に切替えて設定して下さい。 

Sioメニュー ステータス表示 

33200 Gpi:Rem- S REMOTE時 ONします。 

33201 Gpi:Tape- S テープが装着されている時ONします。 

33202 Gpi:StbyOn- S STNDBY ON時 ONします。 

33203 Gpi:Stop- S STOP時 ONします。 

33204 Gpi:Still- S STILL時 ONします。 

33205 Gpi:Rec- S REC時ONします。 

33206 Gpi:Play- S PLAY時 ONします。 

33207 Gpi:Fwd- S FWD(PLAY/REC)時 ONします。 

33208 Gpi:FF- S F.FWD時 ONします。 

33209 Gpi:Rew- S REW時 ONします。 

3320A Gpi:Dir- S 逆走行時ONします。 

3320B Gpi:Jog- S Jog時 ONします。 

3320C Gpi:Shuttle- S Shuttle時 ONします。 

3320D Gpi:Var- S Var時 ONします。 

3320E Gpi:CueBusy- S Cueup中 ONします。 

3320F Gpi:CueCmpl- S Cueup完了でONします。 

33210 Gpi:SpdMovFw- S 可変速順走行中にONします。（※1） 

33211 Gpi:SpdMovRv- S 可変速逆走行中にONします。（※1） 

33212 Gpi:Next- S GPI出力 VTR- NEXT ※関連MENU31103 

33213 Gpi:Prev- S GPI出力 VTR- Prev  ※関連MENU31103 

33214 Gpi:Top- S GPI出力 VTR- Top   ※関連MENU31103 

33215 Gpi:End- S GPI出力 VTR- End   ※関連MENU31103 

※ Bit 列の設定は同じビット内で機能が重複しない様に設定を行って下さい。 

※ デバイス側が対応していない場合は、ONにならないステータスもあります。 

※ 1TC監視による疑似ステータスです。 

※ VDCPプロトコルでは使用出来ません。 

※関連MENU31103 ステータスを表示させるには下記のSIOメニューを”XDCAM”に 

する必要があります。（SIOはポート毎に設定が可能です。 

31103 Sdsk:ModelType S- Diskプロトコルのモデル指定 

MAV  (通常左値固定) 

DR1000 

XDCAM ←※設定 
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9.12  PANEL INHI機能 

GPIの設定により、本装置のＰＡＮＥＬボタンの操作を禁止する事が可能です。 

※Ｉｎｈｉ機能はPORT毎に行う事が可能です。 

※PORT SELECTボタンは操作可能です。 

※PANEL Inhi機能では個別にＳＷの機能を有効にする事も可能です。 

 

【Ｉｎｈｉ中】 

Ｉｎｈｉ中は下記ポート選択表示部が赤くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ＧＰＩの設定】 

ＧＰＩメニュー 

項目番号 項目名 内容 

４８８００ GpiInhi- Pt1- InBmp ONするとPORT SELECTボタン1選択時のパネル操

作が禁止されます。※48810で個別にボタンを有効に

する事が可能です。 

４８８０１ GpiInhi- Pt2- InBmp ONするとPORT SELECTボタン２選択時のパネル操

作が禁止されます。※48811で個別にボタンを有効に

する事が可能です。 

４８８０２ GpiInhi- Pt3- InBmp ONするとPORT SELECTボタン３選択時のパネル操

作が禁止されます。※48812で個別にボタンを有効に

する事が可能です。 

４８８０３ GpiInhi- Pt4- InBmp ONするとPORT SELECTボタン1選択時のパネル操

作が禁止されます。※48813で個別にボタンを有効に

する事が可能です。 
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４８８１０ GpiInhi- Pt1- EnaKey PORT SELECTボタン１ Inhi機能が ONの時、 

動作を有効にするボタンを選択可能です。 

1) Off 

2) Ply ＞PLAYボタンのみ有効 

3) Ply,Fply ＞PLAY/F- PLAYボタンのみ有効 

4) Ply,Fply,Var ＞PLAY/F- PLAY/Var ボタンのみ

有効 

5) Ply,Fply,Var,Stp ＞PLAY/F- PLAY/Va/STOPボ

タンのみ有効 

6) Ｓｔｏｐ ＞STOPボタンのみ有効 

４８８１１ GpiInhi- Pt2- EnaKey PORT SELECTボタン２ Inhi機能 

同上 

４８８１２ GpiInhi- Pt3- EnaKey PORT SELECTボタン３ Inhi機能 

同上 

４８８１３ GpiInhi- Pt4- EnaKey PORT SELECTボタン４ Inhi機能 

同上 
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9.13  MENU操作 

 メニューでは下記の事を行う事が可能です。 

 Collection機能 ：Console/Sioを簡単に設定する機能です。 

 Console  ：SWの動作の変更を行う事が可能です。 

 Sio  ：ポート毎の設定が可能です。 

 Gpi  ：GPIの設定が可能です。 

 System  ：System設定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定は上下▲と＋（F4）－（F3）キーで選択を行いSet（F1）キーで登録を 

行います。 

 

9.14  MENUのバンク設定 

Console で操作方法等の設定を行った内容はバンクに保存、読み出しをすることが可能

です。  最大保存数 ９９ 

又、設定情報をUSBメモリに保存しておく事も可能です。 
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9.15 バージョンアップ機能 

 ソフトウェアをホームページよりダウンロードして アップデートする事が可能です。 

 http:/ /www.musashi- kk.co.jp/ 

  

 アップデートの準備 

1) ダウンロードしたファイルをUSBメモリに保存して下さい。 

2) MDC- 70TUSBコネクタに接続します。 

 

アップデート操作 

1) MENU画面よりP2内の F/WUpdate（F2）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）内蔵メモリの保存領域が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３）GetList- Uを選択すると、USBメモリの有無及びアップデート 

   ファイルの確認を行います⁹ 

 

 

 

 

http://www.musashi-kk.co.jp/
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 ４）アップデート可能なファイルが確認されると 

   下記の様にVer番号が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上下▲でファイルを選択してUpdate（F1）キーを押します。 

   確認メッセージが表示されるのでYesを選択して下さい。 

 

ソフトのアップデートが開始されます。 

“Program update completion.”メッセージが出たらアップデート終了です。 

メッセージに従いYesを選択して下さい。選択後は自動でリブートします。 

 

アップデート作業の注意事項！ 

 

１）Program updateには１０分程度時間がかかります。 

 

２） Program update中は電源を切らないで下さい。 

※アップデート途中で電源を切断すると起動出来なくなる可能性があります。 

 

３） Program update後は必要に応じ、再設定を行う可能性があります。 

   ※アップデート情報を参照して下さい。 
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9.16 スクリーンセーバー機能 

液晶表示部は長時間操作を行わない場合液晶表示部を保護する為に自動的にスクリ

ーンセーバー表示させる機能です。 

 

キー操作が無く、デバイスも停止している条件で指定の時間後にスクリーンセーバー

画面になります。 

キーの操作でDeviceStatus画面に復帰します。 

 

スクリーンセーバー表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリーンセーバー機能を動作させるまでの時間は下記のメニューで設定する事が 

可能です。 

スクリーンセーバー機能 

６１５０６ ScreenSaverMode スクリーンセーバー機能 

Disable ：スクリーンセーバー機能を無効にします。 

Enable ：スクリーンセーバー機能を有効にします。 

６１５０７ ScreenSaverTime スクリーンセーバー機能を動作させるまでの時間 

０－９９９ min（分）で設定が可能です。 

Defult = 30 min 

※０に設定すると６秒程度で動作します。 

（注）旧バージョンよりアップデートして使用する時は、アップデート後に一度 

メニュー設定からDefault設定を行って下さい。 

 

9.17 簡易ログ機能 

 Ver S0100_01_57より、簡易ログ機能が使用可能です。 

別紙 「簡易ログ機能取扱説明書」 を参照して下さい。 

「簡易ログ機能取扱説明書」は下記のURLよりダウンロード可能です。 

http://www.musashi- kk.co.jp/MDC70T.html 

◇MDC-70T Ver.0100-01-50◇

http://www.musashi-kk.co.jp/MDC70T.html
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10. コネクタ仕様 

 

【コネクタ仕様】 

項目 仕様 

RS- 422 (Dsub9Pin) ４系統 

GPI (Dsub25Pin) 入出力８系統の動作を設定する事が可能 

LAN EtherNet 10/100base 

2系統 

ストレート・クロスケーブル自動判別（Auto MDIX） 

LINK IEEE1394 

REF BNCコネクタ 同期信号入力です。 

NTSC/PAL信号の 2値 SYNC/3値 SYNCに対応しています。 

  

 

【GPI コネクタ電気的仕様】 

GPI ドライバー部の回路図です。 

OUT3

OUT7

OUT2

OUT0

OUT5

OUT1

OUT6

IN0
IN1
IN2
IN3
IN4
IN5
IN6
IN7

OUT4

RA4
470 x4

1
1

2
2

3
3

4
4

5
5

6
6

7
7

8
8

R7 33 1/6W

U1

TD62083AFG

I1
1

I2
2

I3
3

I4
4

I5
5

I6
6

I7
7

O1
18

O2
17

O3
16

O4
15

O5
14

O6
13

O7
12

O8
11

I8
8

GND
9

COM
10

PC1

TLP291-4

I1+
1

I1-
2

I2+
3

I2-
4

I3+
5

I3-
6

I4+
7

I4-
8

O1+
16

O1-
15

O2+
14

O2-
13

O3+
12

O3-
11

O4+
10

O4-
9

R8 33 1/6W

Z3

(BLM15AX300SN1)

1 2

PC2

TLP291-4

I1+
1

I1-
2

I2+
3

I2-
4

I3+
5

I3-
6

I4+
7

I4-
8

O1+
16

O1-
15

O2+
14

O2-
13

O3+
12

O3-
11

O4+
10

O4-
9

RA3
470 x4

1
1

2
2

3
3

4
4

5
5

6
6

7
7

8
8

R3 33 1/6W

R5 33 1/6W

CN2
RDBF-25S-LNA(50)

13
25
12
24
11
23
10
22

9
21

8
20

7
19

6
18

5
17

4
16

3
15

2
14

1

2
6

2
7

R4 33 1/6W

R6 33 1/6W

R1 33 1/6W
R2 33 1/6W

VCC

 

 

R1- 8   1/6W 

RA3,4 :  470  
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下記設定可能箇所は、メニューで機能変更が可能です。 

D- SUB 25PINメス座(ミリネジ) 

ＧＩＰ ＩＦ (Ｄｓｕｂ ２５ｐｉｎ メス座) 

ピン番号 属性 対応機能 

１ NC  

２ NC  

３ ＯＵＴ１ 設定可能 

４ ＯＵＴ３ 設定可能 

５ ＯＵＴ５ 設定可能 

６ ＯＵＴ７ 設定可能 

７ ＧＮＤ  

８ ＧＮＤ  

９ ＩＮ１ 設定可能 

１０ ＩＮ３ 設定可能 

１１ ＩＮ５ 設定可能 

１２ ＩＮ７ 設定可能 

１３ ＮＣ  

１４ ＮＣ  

１５ ＯＵＴ０ 設定可能 

１６ ＯＵＴ２ 設定可能 

１７ ＯＵＴ４ 設定可能 

１８ ＯＵＴ６ 設定可能 

１９ ＧＮＤ  

２０ ＧＮＤ  

２１ ＩＮ０ 設定可能 

２２ ＩＮ２ 設定可能 

２３ ＩＮ４ 設定可能 

２４ ＩＮ６ 設定可能 

２５ ＮＣ  
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【RS422 コネクタ電気的仕様】 

RS422 ドライバー部の回路図です。 

※回路上はCONTROLLERとDEVICE対応ですが、CONTROLLERのみで使用可能です。 
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D- SUB 9PINメス座(ミリネジ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 名 称 動 作 

1 FG フレームGND 

2 REM RX－ ＲＳ－４２２信号レベル（平衡－） 

3 REM TX＋ ＲＳ－４２２信号レベル（平衡＋） 

4 RECEIVE COMMON 受信信号GND 

5 N.C  

6 TRANSMIT COMMON 送信信号GND 

7 REM RX＋ ＲＳ－４２２信号レベル（平衡＋） 

8 REM TX－ ＲＳ－４２２信号レベル（平衡－） 

9 FG フレームGND 
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11. 一般仕様 

 

【一般仕様】 

  項目 仕様 

寸法 180(w) x 260(D) x 90奥～約 44 手前（Ｈ） 

質量 約 2.5Kg 

消費電力 約 12W 

電源 ＡＣアダプタ使用 100- 240V 1.1A 50- 60Hz 

動作温・湿度 0℃～40℃ 10％～85％RH 但し結露なきこと 

保存温・湿度 - 10℃～60℃ 10％～95％RH 但し結露なきこと 

Ｒｏｈｓ対応 Rohs対応部品を使用して製造しています 
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12. 通信仕様 

 

ₒ ₓ 

EIA RSה -422A  

ה ♅ꜗfiⱠꜟ 

ה   38,400 bps 

♩♇ⱦה  

START BIT + 8 DATA BITS + ODD PARITY BIT + STOP BIT  

START
BIT

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7
ODD

PARITY
STOP
BIT

 

 ♩♇ⱴכ◊ⱴfi♪ Ⱪ꜡♇◒ ⱨ◖ה

 │ ─ⱨ◊כⱴ♇♩≢ ∫≡™╕∆⁹ 

CMD-1
DATA

COUNT
CMD-2 DATA-1 DATA-2 DATA-15

CHECK
SUM

1 BYTE0～15 BYTE1 BYTE
1 BYTE

LSDMDS

 

 

ₒ対応プロトコルx  

・SONY VTR プロトコル ： ─ ╩ ∆╢ⱪ꜡♩◖ꜟ≢∆⁹  

・SDisk プロトコル  ：ⱨ□▬ꜟ ┘ ⅜ ⌐ⱪ꜡♩◖ꜟ≢∆⁹ 

・VDCP プロトコル  ：ⱨ□▬ꜟ ┘ ⅜ ⌐ⱪ꜡♩◖ꜟ≢∆⁹ 

・Ｏｄｔｉｃｓ プロトコル  ：ⱨ□▬ꜟ ┘ ⅜ ⌐ⱪ꜡♩◖ꜟ≢∆⁹ 

  

βⱨ□▬ꜟ ╩ ℮ⱪ꜡♩◖ꜟ│⁸ ⌐╟╡ ┘ ─ ⌐ ⅜№

╢ ⁸ⱪ꜡♩◖ꜟ ≢╙ ⇔⌂™ ⅜№╡╕∆⁹ 
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13. 外観 
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14. MENU 一覧 

 

 S0100_01_57より、メニュー一覧は「別紙 MDC70x取り扱い説明書(MENU)_S0100_01_57」 

 を参照して下さい。 

 下記の URLよりダウンロード可能です。 

 http://www.musashi- kk.co.jp/MDC70T.html 

 

 

http://www.musashi-kk.co.jp/MDC70T.html
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15. お問い合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご相談・ご質問及び、修理に関しましては、下記までお問い合わせ下さい。 

武蔵株式会社 

TEL 03- 5982- 4391  FAX 03- 5982- 4784 

東京都新宿区下落合 3- 21- 1 NKフジビル3F 〒161- 0033 

営業時間 9:00～18:00 月曜～金曜（休祝日を除く） 

URL：http://www.musashi- kk.co.jp/ 

 

http://www.musashi-kk.co.jp/

